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二
〇
一
八
年
九
月
四
日
、
台
風
21
号
に
よ
る
京
都
造
形
芸
術
大

学
内
森
林
被
害
調
査
報
告

髙
梨 
武
彦

は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
九
月
四
日
１
４
時
頃
か
ら
１
５
時
半
頃
の
１
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
台
風
２
１

号
が
関
西
地
域
を
通
過
し
て
い
っ
た
。
論
者
は
、
当
日
南
面
の
窓
ガ
ラ
ス
に
た
た
き
つ
け
る

そ
の
暴
風
・
豪
雨
は
真
に
す
さ
ま
じ
く
、
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
の
自
宅
で
窓
ガ
ラ
ス
が

割
れ
た
時
の
対
応
を
と
雨
具
と
長
靴
姿
で
通
過
し
て
い
る
台
風
を
全
身
固
ま
っ
た
よ
う
な
恐

怖
感
で
一
人
身
構
え
て
い
た
。
通
過
後
、
台
風
一
過
と
は
よ
く
表
現
し
た
も
の
で
お
だ
や
か

な
曇
り
空
と
な
り
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
静
か
な
日
常
に
も
ど
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

部
屋
を
出
て
周
囲
を
見
る
に
、
お
び
た
だ
し
い
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
枝
葉
と
と
も
に
多
く
の
物

が
ゴ
ミ
と
化
し
散
在
し
て
い
た
。
幸
い
団
地
家
屋
な
ど
に
特
別
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

日
々
見
て
い
る
天
王
山
山
頂
付
近
の
北
側
に
そ
び
え
た
つ
樹
高
２
０
ｍ
ほ
ど
の
モ
ミ
大
木
、

そ
し
て
中
腹
の
ユ
ー
カ
リ
群
は
ど
こ
か
い
つ
も
と
違
っ
て
見
え
た
。
し
ば
ら
く
見
て
い
る
う

ち
に
、
そ
れ
は
枝
葉
が
も
ぎ
と
ら
れ
樹
形
が
変
形
し
た
か
ら
と
理
解
し
た
。
そ
の
う
ち
、
大

学
内
の
森
林
は
、
東
山
は
と
不
安
が
増
し
た
。
翌
九
月
五
日
、
大
学
に
向
う
。
バ
ス
車
中
か

ら
の
遠
目
で
は
、
東
山
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
大
学
に
着
く
や
ス

ギ
、
コ
ナ
ラ
、
ナ
ナ
ミ
ノ
キ
な
ど
多
く
の
枝
葉
が
散
乱
し
て
い
る
様
か
ら
大
き
な
被
害
の
発

生
を
予
感
し
た
。
本
学
は
東
山
の
一
峰
瓜
生
山
に
続
く
西
斜
面
に
校
舎
が
配
置
し
、
尾
根
に

か
け
て
森
林
が
約
３ha

分
布
し
て
い
る
。
中
腹
に
あ
る
体
育
館
を
兼
ね
る
講
堂
横
の
階
段
を

上
り
森
林
に
入
る
。
そ
こ
は
根
返
り
や
枝
折
れ
し
た
ア
カ
マ
ツ
・
ス
ギ
・
コ
ナ
ラ
を
は
じ
め

多
く
の
樹
木
の
悲
惨
な
状
況
で
あ
っ
た
。
尾
根
に
そ
っ
て
森
林
内
を
歩
き
ざ
っ
と
見
た
判
断

は
、
胸
高
直
径
２
０
㎝
以
上
の
高
木
被
害
本
数
７
０
本
ほ
ど
と
み
た
。
そ
の
被
害
状
況
か
ら

林
内
へ
の
立
ち
入
り
は
危
険
と
判
断
し
、
す
ぐ
さ
ま
事
務
局
に
被
害
整
備
が
済
む
ま
で
の
間
、

立
入
り
禁
止
の
措
置
を
話
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
六
日
か
ら
被
害
木
の
毎
木
調
査
に
と
り
か

か
り
、
九
月
七
日
・
二
十
七
日
・
二
十
八
日
、
計
４
日
間
か
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、

次
年
度
の
教
育
計
画
策
定
時
に
あ
っ
た
た
め
と
一
人
で
の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
と
で
時
間
を

要
し
た
。
そ
し
て
、
博
士
論
文
の
核
と
な
る
森
林
風
致
施
業
指
標
の
確
立
の
た
め
林
分
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
東
山
国
有
林
や
貴
船
国
有
林
あ
る
い
は
嵐
山
な
ど
の
様
子
、
さ
ら
に

は
市
内
の
京
都
御
苑
や
賀
茂
御
祖
神
社
（
下
鴨
神
社
）
な
ど
森
林
の
様
子
も
気
に
な
っ
た
。
し

か
し
論
者
は
、
も
ろ
も
ろ
の
学
内
業
務
を
か
か
え
中
々
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
確
保
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
台
風
直
後
か
ら
翌
二
〇
一
九
年
四
月
に
か
け
業
務
の
合
間
を
ぬ
い
被
害
地
を
見

て
回
っ
た
。

本
稿
は
台
風
２
１
号
に
よ
る
京
都
造
形
芸
術
大
学
内
の
森
林
被
害
調
査
に
関
し
て
報
告
す

る
も
の
で
あ
る
。

台
風
２
１
号
は
日
本
に
接
近
し
は
じ
め
て
か
ら
天
気
予
報
で
大
型
で
あ
り
一
九
三
四
（
昭
和

九
）
年
に
関
西
を
襲
っ
た
室
戸
台
風

に
規
模
・
コ
ー
ス
な
ど
の
点
で
似
て

い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
た
の
で

（
図
１
、２
）（1） 

（2） 

警
戒
し
て
は
い
た
。
台

風
が
去
っ
た
あ
と
、
テ
レ
ビ
・
新
聞

の
被
害
状
況
の
報
道
を
振
り
返
っ
て

み
る
に
、
建
造
物
で
は
平
野
神
社
の

社
殿
倒
壊
、
神
護
寺
・
高
山
寺
で
は

倒
木
に
よ
る
社
殿
被
害
の
発
生
や
参

道
へ
の
倒
木
状
況
が
報
じ
ら
れ
、
鞍

馬
で
の
甚
大
な
森
林
被
害
の
発
生
が

報
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
報
道
に

は
近
年
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ド
ロ
ー
ン
（D

rone

）
に
よ
る
空
中

撮
影
が
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
渡

月
橋
の
下
流
側
の
欄
干
が
倒
れ
た
こ

と
も
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
早
く
も
秋

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
へ
の
影
響
も
懸
念

す
る
内
容
で
あ
っ
た
（3） 

（4） 

（5）
。

図2　2018年台風21号軌跡 （2） 図1　1934年室戸台風軌跡 （1）
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＊
傾
斜

図4　スギ（No176）

＊
幹
折
れ

図5　アカマツ（No19）

一
、
樹
木
被
害
形
態

樹
木
の
被
害
形
態
は
、
根
返
り
、
傾
斜
、
幹
折
れ
、
枝
折
れ
の
４
形
態
に
分
類
で
き
た
。

傾
斜
は
根
返
り
ま
で
い
か
な
か
っ
た
傾
い
た
状
態
で
あ
り
、
根
返
り
に
含
め
て
検
討
し
て

も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
は
分
け
て
分
析
し
た
。
ま
た
、
ソ
ヨ
ゴ
に
見
ら
れ
た
幹

が
湾
曲
し
て
い
た
形
態
は
傾
斜
に
含
め
た
。

被
害
形
態
を
写
真
で
示
す
。

ま
た
、（
）
書
き
の
数
字
は
京
都
造
形
芸
術
大
学
内
で
の
被
害
木
の
調
査
番
号
で
あ
る
。

＊
根
返
り

図3　クロバイ（No41）
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コ
ナ
ラ
４
１
本
（18.6

％
）、
コ
シ
ア
ブ
ラ
４
本
、
サ
ク
ラsp

４
本
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
４
本
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
３
本
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
２
本
、
チ
ャ
ン
チ
ン
モ
ド
キ
２
本
、
ネ
ジ
キ
２

本
、
リ
ョ
ウ
ブ
２
本
、
イ
イ
ギ
リ
１
本
、
ク
ヌ
ギ
１
本
、
ク
リ
１
本
、
セ
ン
ダ
ン
１
本
、

タ
イ
ワ
ン
フ
ウ
１
本

②
被
害
形
態
：
根
返
り
１
０
０
本
（45.3

％
）、
傾
斜
３
３
本
（14.9

％
）、
幹
折
れ
７
６
本

　
　
（34.4

％
）、
枝
折
れ
１
２
本
（5.4

％
）

③
被
害
材
積
：
針
葉
樹38.42

㎥
（41.9

％
）、
常
緑
広
葉
樹25.18

㎥
（27.4

％
）、
落
葉
広
葉
樹

28.158

㎥
（30.7

％
）

（
２
）
被
害
形
態
分
析

樹
種
別
に
被
害
形
態
を
集
計
し
表
２
（
巻
末
）
に
示
す
。

被
害
本
数
５
本
以
上
の
樹
種
に
つ
い
て
被
害
形
態
お
よ
び
分
析
を
し
た
。

針
葉
樹
で
は
、
ア
カ
マ
ツ
は
幹
折
れ68.8

％
、
ヒ
ノ
キ
は
根
返
り58.3

％
、
ス
ギ
は
根
返
り

42.9

％
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
は
根
返
り60

％
と
多
く
を
占
め
て
い
た
。
ア
カ
マ
ツ
は
深
根
性
ゆ

え
風
圧
に
耐
え
て
幹
折
れ
し
、
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
は
根
が
浅
い
生
育
状
態
で
あ
っ
た
ゆ
え
根
返

り
し
た
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

常
緑
広
葉
樹
で
は
、
ソ
ヨ
ゴ
は
根
返
り65.3

％
、
ア
ラ
カ
シ
は
幹
折
れ62.5

％
が
多
く
を
占

め
た
。
ソ
ヨ
ゴ
は
浅
根
状
態
で
根
張
り
が
あ
っ
た
わ
り
に
風
に
弱
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

落
葉
広
葉
樹
の
コ
ナ
ラ
も
ま
た
幹
折
れ61

％
が
占
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ナ
ラ
・
カ
シ
類
は
風
圧
に
弱
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
そ
し
て
、
樹
種
別
風

抵
抗
性
（
耐
風
性
）
の
違
い
を
現
わ
し
て
い
た
。
た
だ
、
本
学
の
土
壌
が
マ
サ
土
で
あ
り
、
根

が
侵
入
し
に
く
い
こ
と
も
一
因
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
。

（
３
）
被
害
木
の
風
倒
方
向

本
学
は
北
東
斜
面
を
除
く
、
時
計
回
り
に
東
斜
面
か
ら
南
東
斜
面
・
南
斜
面
・
南
西
斜
面

そ
し
て
北
斜
面
と
な
り
、
沢
地
形
を
は
さ
ん
で
西
斜
面
と
な
る
立
地
に
位
置
し
て
い
る
。

被
害
木
の
風
倒
方
向
を
み
て
み
る
（
図
７
左
右
）。

＊
枝
折
れ

二
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
内
の
森
林
被
害

（
１
）
被
害
調
査
概
況

樹
種
別
被
害
本
数
を
表
１
（
巻
末
）
に
示
す
。　

被
害
総
本
数
は
２
８
種
・
２
２
１
本
で
あ
っ
た
。

①
樹
種
別
被
害
本
数

＊
針
葉
樹　

５
種
・
５
７
本
（25.8

％
）

ア
カ
マ
ツ
３
２
本
（14.5

％
）、
ヒ
ノ
キ
１
２
本
（5.4

％
）、
ス
ギ
７
本
（3.2

％
）、
ヒ
マ
ラ
ヤ

ス
ギ
５
本
（2.3

％
）、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
１
本

＊
常
緑
広
葉
樹　

９
種
・
９
５
本
（43

％
）

ソ
ヨ
ゴ
７
２
本
（32.6

％
）、
ア
ラ
カ
シ
８
本
（3.6

％
）、
ク
ロ
バ
イ
４
本
、
ク
ス
ノ
キ
３
本
、

ウ
バ
メ
ガ
シ
２
本
、
サ
カ
キ
２
本
、
ナ
ナ
ミ
ノ
キ
２
本
、
カ
ナ
メ
モ
チ
１
本
、
ユ
ズ
リ

ハ
１
本

＊
落
葉
広
葉
樹　

１
４
種
・
６
９
本
（31.2

％
）

図6　ナナミノキ（No218）
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図7左右　京都造形芸術大学内の被害木の風倒方向
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き
か
ら
北
西
向
き
そ
し
て
北
向
き
に
多
く
が
倒
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
南
斜
面
と
北
斜

面
は
北
方
向
に
倒
れ
、
そ
れ
以
外
の
斜
面
で
は
北
西
か
ら
北
方
向
に
多
く
が
倒
れ
、
西
か
ら

北
の
９
０
度
範
囲
に
集
中
し
て
風
倒
し
た
被
害
木
が
多
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

今
回
の
台
風
２
１
号
は
関
西
に
北
進
し
て
入
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
被
害
が
南
斜
面
に
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
実
際
、
被
害
状
況
を
見
て
回
っ
た
範
囲
の
東
山
・
鞍
馬
・
貴
船
・

松
尾
や
大
山
崎
町
で
は
南
斜
面
で
被
害
が
多
く
発
生
し
か
つ
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。

（
４
）
相
観
植
生
か
ら
み
る
被
害
木
位
置
関
係

本
学
の
森
林
に
関
し
て
、
論
者
は
一
九
九
九
年
に
「
都
市
近
郊
林
整
備
の
考
え
方
と
森
林

風
致
施
業
の
進
め
方　

― 

瓜
生
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
森
林
整
備
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し

て 

―
」
と
題
し
て
発
表
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
森
林
の
相
観
植
生
図
を
示
す
（
図
９
）
（6）
。

①
　
針
葉
樹

ア
カ
マ
ツ
林
は
本
学
敷
地
南
北
軸
の
中
央
部
よ
り
南
側
に
多
く
が
成
育
分
布
し
て
い
る
。

被
害
木
は
ほ
ぼ
そ
の
全
域
で
確
認
さ
れ
た
が
、
風
を
樹
体
全
体
で
受
け
や
す
い
尾
根
筋
で
は

根
返
り
が
、
樹
体
上
部
が
風
を
受
け
る
林
内
で
は
幹
折
れ
と
な
っ
て
い
た
。
次
に
ヒ
ノ
キ
・

ス
ギ
人
工
林
は
敷
地
南
北
軸
の
北
側
に
多
く
分
布
す
る
が
、
被
害
木
の
多
く
は
尾
根
筋
に
成

育
し
て
い
た
個
体
で
多
く
が
根
返
り
し
一
部
が
幹
折
れ
し
て
い
た
。
こ
れ
は
固
い
マ
サ
土
で

根
が
浅
根
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
と
み
ら
れ
た
。

②
　
常
緑
広
葉
樹

も
っ
と
も
被
害
本
数
の
多
い
ソ
ヨ
ゴ
は
コ
ナ
ラ
・
ソ
ヨ
ゴ
二
次
林
の
構
成
種
と
し
て
多
く

成
育
し
、
被
害
木
の
ほ
と
ん
ど
が
根
返
り
し
て
い
た
。
調
査
か
ら
根
腐
れ
・
幹
腐
れ
の
個
体

で
の
被
害
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ソ
ヨ
ゴ
の
寿
命
は
６
０
年
生
か
ら
８
０
年
生

と
短
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
木
に
老
木
が
多
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
た
。

③
　
落
葉
広
葉
樹

コ
ナ
ラ
が
ソ
ヨ
ゴ
に
次
ぐ
被
害
を
受
け
て
い
た
。
相
観
植
生
調
査
時
、
コ
ナ
ラ
・
ソ
ヨ
ゴ

二
次
林
は
そ
う
多
く
の
分
布
面
積
を
有
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
マ
ツ
枯
れ

の
進
行
も
あ
り
、
次
第
に
ア
カ
マ
ツ
林
の
中
木
層
を
形
成
す
る
構
成
種
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
被
害
は
多
く
が
幹
折
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
ナ
ラ
枯
れ
に
よ
り
幹
の
腐
朽
し

て
い
た
被
害
木
も
確
認
さ
れ
た
（
京
都
市
内
で
の
ナ
ラ
枯
れ
は
二
〇
〇
五
年
が
最
初
で
あ
る
）。
建
物
と
歩

台
風
２
１
号
被
害
木
調
査
表
（
表
１　

巻
末
）
よ
り
風
倒
方
向
の
比
率
を
算
出
し
た
。

北
西42.1

％
、
北27.6

％
、
西14

％
、
北
東4.1

％
、
南
西3.1

％
、
南
東1.8

％
、
南1

％
、
東

0.4

％
、
不
明5.9

％
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
斜
面
方
位
別
に
風
倒
方
向
を
見
て
み
た
（
図
８
）。

南
東
斜
面
は
北
向
き
に
多
く
が
倒
れ
て
い
る
。
南
斜
面
は
宅
地
開
発
跡
地
で
樹
林
地
で
は

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
樹
木
被
害
は
少
な
か
っ
た
が
、
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
大
学
敷
地
内
に
強
風

が
入
り
込
ん
だ
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
た
。
南
西
斜
面
で
は
多
く
が
北
西
か
ら
北
向
き
に
倒
れ
、

北
斜
面
で
は
北
向
き
に
倒
れ
て
い
た
。
西
斜
面
は
も
っ
と
も
森
林
面
積
の
多
く
を
占
め
西
向

図8　斜面方位別の風倒方向概観図
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今
回
の
台
風
被
害
に
よ
っ
て
林
内
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
さ
ら
に
コ
ナ

ラ
・
ソ
ヨ
ゴ
の
成
育
は
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
６
年
前
に
設
置
し
た
シ
カ
防

止
柵
の
効
果
も
あ
っ
て
、
食
害
で
個
体
数
減
少
が
著
し
か
っ
た
落
葉
広
葉
樹
中
木
の
コ
シ
ア

ブ
ラ
・
タ
カ
ノ
ツ
メ
、
そ
し
て
低
木
の
ガ
マ
ズ
ミ
、
ウ
ス
ノ
キ
・
ナ
ツ
ハ
ゼ
・
コ
バ
ノ
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
ツ
ツ
ジ
類
の
更
新
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
主
だ
っ
た
樹
種
別
被
害
形
態
の
特
徴

①
針
葉
樹

＊
ア
カ
マ
ツ
：
３
２
本
（
被
害
本
数
割
合
：14.5

％
）

全
体
の
平
均
樹
形
を
示
す
と
、
胸
高
直
径
（
以
下
、D

BH

） 27.7

㎝
・
樹
高
（
以
下
、H

） 20.2

ｍ
で
あ
る
。
幹
折
れ68.8

％
はD

BH
 26.5

㎝
・H

 19.8

ｍ
と
全
体
平
均
と
ほ
ぼ
近
似
し
て
い

た
。
そ
の
幹
折
れ
高
さ
の
平
均
は6.0

ｍ
で
あ
り
、
地
上
か
ら
樹
高
の
１/

３
の
位
置
で
あ
っ

た
。
つ
い
で
根
返
り25.0

％
はD

BH
 30.6

㎝
・H

 20.5

ｍ
で
あ
り
、
傾
斜6.2

％
はD

BH
 30

㎝
・H

 23.5

ｍ
で
あ
り
、
根
返
り
・
傾
斜
と
も
に
全
体
平
均
よ
り
も
大
き
な
個
体
が
被
害
木

と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
材
積
に
も
反
映
し
、
根
返
り
・
傾
斜
の
個
体
は
平
均
材
積
よ
り0.1

㎥
以
上
大
き
な
値
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
被
害
形
態
か
ら
、
尾
根
筋
のD

BH
 30

㎝
・H

 20

ｍ
以
上
が
根
返
り
あ
る
い

は
傾
斜
の
被
害
を
受
け
、
林
内
で
は
こ
れ
よ
り
小
さ
い
個
体
が
幹
折
れ
を
発
生
し
た
傾
向
が

読
み
取
ら
れ
た
（
図
１
０
、１
１
）。

道
周
辺
で
発
生
し
た
ナ
ラ
枯
れ
個
体
は
マ
ツ
枯
れ
個
体
と
同
様
に
危
険
木
と
し
て
確
認
し
だ

い
１
・
２
ヶ
月
の
間
に
伐
採
し
、
被
害
（
マ
ツ
枯
れ
・
ナ
ラ
枯
れ
）
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
伐
採
木
は

搬
出
そ
し
て
焼
却
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
林
内
の
一
部
の
被
害
木
が
伐
採
さ
れ
ず
に
残

っ
て
お
り
、
こ
の
個
体
が
今
回
の
台
風
被
害
に
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
相
観
植
生
分
布
か
ら
も
樹
種
別
被
害
発
生
の
傾
向
は
読
み
取
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
相
観
植
生
図
作
成
の
一
九
九
八
年
当
時
か
ら
２
０
年
経
て
お
り
、
と
く
に
コ

ナ
ラ
と
ソ
ヨ
ゴ
の
中
木
類
の
成
育
分
布
が
ア
カ
マ
ツ
林
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

図9　京都造形芸術大学内の相観植生図 （6）

図10　台風前 アカマツ-モチツツジ林
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＊
ヒ
ノ
キ
：
１
２
本
（5.4

％
）

全
体
の
平
均
樹
形
を
示
す
と
、D

BH
 27.0

㎝
・H

 20.7

ｍ
で
あ
る
。
根
返
り58.3

％
は

D
BH

 22.7

㎝
・H

 20.3

ｍ
と
全
体
平
均
よ
り
一
回
り
小
さ
い
個
体
が
該
当
し
て
い
た
。
つ
い

で
幹
折
れ25.0

％
はD

BH
 39

㎝
・H

 22.7

ｍ
と
全
体
平
均
よ
り
二
回
り
大
き
い
個
体
が
該

当
し
て
い
た
。
そ
の
幹
折
れ
高
さ
の
平
均
は8.3

ｍ
で
あ
り
、
幹
折
れ
平
均
樹
高22.7m

の
地

上
か
ら
樹
高
の
約
１/

３
の
位
置
で
あ
っ
た
。
傾
斜16.7

％
はD

BH
 24

㎝
・H

 19

ｍ
で
あ
り
、

根
返
り
と
傾
斜
は
全
体
平
均
よ
り
も
一
回
り
小
さ
い
個
体
が
被
害
木
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
材
積
を
み
る
と
、
幹
折
れ
は1.647

㎥
と
平
均
材
積
の
約
２
倍
を
示
し
、
根
返
り
と
傾
斜

の
個
体
は0.45

〜0.49

㎥
と
平
均
よ
り
も
２
割
近
く
小
さ
い
個
体
で
あ
っ
た
。

＊
ス
ギ
：
７
本
（3.2

％
）

全
体
樹
形
平
均
を
示
す
と
、D

BH
 24.7

㎝
・H

 20.4

ｍ
で
あ
る
。
根
返
り42.9

％
はD

BH
 

24.7

㎝
・H

 20.7

ｍ
と
全
体
平
均
と
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
た
。
つ
い
で
幹
折
れ28.6

％
はD

BH
 

20

㎝
・H

 17.5

ｍ
と
全
体
平
均
よ
り
一
回
り
小
さ
い
個
体
が
該
当
し
て
い
た
。
そ
の
幹
折
れ

高
さ
は
較
差
が
大
き
く
傾
向
は
判
明
し
な
い
。
同
率
の
傾
斜28.6

％
はD

BH
 29.5

㎝
・H

 23

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
よ
り
も
一
回
り
大
き
な
個
体
が
被
害
木
と
な
っ
て
い
た
。
材
積
を
み
る

と
、
根
返
り
は0.507

㎥
と
平
均
材
積
と
ほ
ぼ
同
値
を
示
し
、
幹
折
れ
は0.26

㎥
と
平
均
の
半

分
ほ
ど
と
小
さ
い
個
体
で
あ
り
、
傾
斜
は0.72

㎥
と
平
均
材
積
よ
り
も0.2

㎥
一
回
り
大
き
な

値
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ス
ギ
は
ヒ
ノ
キ
と
は
樹
体
の
形
状
と
被
害
形
態
に
逆
の
違
い
が

表
れ
て
い
た
。

＊
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
：
５
本
（2.3

％
）

全
体
樹
形
平
均
を
示
す
と
、D

BH
 28.4

㎝
・H

 18.8

ｍ
で
あ
る
。
根
返
り60

％
はD

BH
 

32

㎝
・H

 22

ｍ
で
あ
り
高
木
が
被
害
に
あ
っ
て
い
た
。
つ
い
で
幹
折
れ40

％
はD

BH
 23

㎝
・H

 14

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
よ
り
一
回
り
小
さ
い
個
体
で
あ
っ
た
。
材
積
を
み
る
と
根
返

り0.957

㎥
、
幹
折
れ0.315

㎥
と
直
径
成
長
に
よ
る
差
が
大
き
く
反
映
し
て
い
た
。
被
害
本

数
が
少
な
い
の
で
多
く
の
こ
と
は
判
断
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
針
葉
樹
を
み
る
と
、
ア
カ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
は
平
均
樹
形
よ
り

大
き
な
個
体
が
根
返
り
・
傾
斜
の
被
害
を
受
け
て
い
る
傾
向
を
読
み
取
ら
れ
た
。
ヒ
ノ
キ
は

逆
に
平
均
樹
形
よ
り
大
き
な
個
体
に
幹
折
れ
が
発
生
し
、
平
均
に
近
い
個
体
で
根
返
り
・
傾

根
返
り
・
幹
折
れ
な
ど
の
ア
カ
マ
ツ
被
害
木
は
伐
採
し
作
業
路
横
に
集
積
さ
れ
（
図
１
２
）、

毎
年
八
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
送
り
火
の
薪
と
し
て
使
用
し
て
も
ら
う
べ
く
、
以
前
よ
り
送

り
火
行
事
の
準
備
な
ど
で
本
学
か
ら
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
出
す
な
ど
関
係
が
深
い
大
文
字

送
り
火
関
係
者
（
長
谷
川
綉
二
氏
）
と
連
絡
を
と
り
手
配
し
た
。
集
積
ア
カ
マ
ツ
は
そ
の
後
に
長

さ
５
０
㎝
に
玉
伐
り
・
薪
割
り
さ
れ
、
送
り
火
当
日
に
使
用
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
被
害
木

の
伐
採
作
業
は
本
学
で
森
林
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
卒
業
生
の
植
新
・
駒
井
造
園
（
駒
井
一

宏
氏
）
が
担
当
し
て
い
る
。

図11　台風後 アカマツ（No37）
幹折れしてギャップ形成

図12　被害木アカマツの伐採と集積
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ク
ス
ノ
キ
（
３
本
）
を
み
る
と
、
全
体
樹
形
平
均
はD

BH
 44.7

㎝
・H

 20

ｍ
で
あ
り
す
べ

て
枝
折
れ
で
あ
っ
た
。
ク
ス
ノ
キ
は
カ
キ
ノ
キ
と
と
も
に
枝
が
折
れ
や
す
い
樹
種
と
し
て
庭

職
人
は
登
る
と
き
に
注
意
し
て
い
る
が
そ
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
ネ
ジ
レ
に
は

耐
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ソ
ヨ
ゴ
に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
た
。
ア
カ
マ
ツ
林
の
中
木
層
に
混

生
し
て
い
た
コ
ナ
ラ
と
ソ
ヨ
ゴ
。
上
木
の
ア
カ
マ
ツ
が
マ
ツ
枯
れ
で
後
退
し
代
わ
っ
て
コ
ナ

ラ
林
の
成
育
へ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
そ
の
コ
ナ
ラ
が
ナ
ラ
枯
れ
と
な
り
混
生
し

て
い
た
ソ
ヨ
ゴ
の
成
育
が
促
進
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
今
回
の
台
風
と
な
り
中
木
層

を
多
く
占
め
て
い
た
ソ
ヨ
ゴ
が
根
返
り
や
傾
斜
の
被
害
を
被
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
林
内
の

他
の
中
木
層
の
常
緑
広
葉
樹
（
カ
ナ
メ
モ
チ
、
ク
ロ
バ
イ
、
サ
カ
キ
な
ど
）
の
被
害
は
わ
ず
か
で
済
み
、

低
木
層
に
多
い
シ
ャ
シ
ャ
ン
ポ
・
ヒ
サ
カ
キ
に
被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
樹
高

が
突
出
し
て
い
た
ナ
ナ
ミ
ノ
キ
は
強
風
に
強
い
根
系
の
耐
性
を
示
し
た
が
、
枝
折
れ
は
甚
大

で
ほ
と
ん
ど
の
枝
が
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

③
落
葉
広
葉
樹

＊
コ
ナ
ラ
：
４
１
本
（18.6

％
）

全
体
樹
形
平
均
を
示
す
とD

BH
 25.8

㎝
・H

 17.4

ｍ
で
あ
る
。
幹
折
れ61

％
はD

BH
 

24.6

㎝
・H

 17.4

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
と
近
似
し
て
い
た
。
そ
の
幹
折
れ
高
さ5.8

ｍ
で
平
均
樹

高17.4

ｍ
の33%

に
あ
り
、
地
上
か
ら
樹
高
の
１/

３
の
位
置
で
あ
っ
た
。
う
ち
９
本
（36%

）

は
ナ
ラ
枯
れ
で
あ
り
幹
折
れ
被
害
を
高
め
た
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
つ
い
で
、
根
返
り29.3

％
はD

BH
 23.9

㎝
・H

 16.1

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
よ
り
も
一
回
り
小
さ
な
個
体
が
被
害
木
と

な
っ
て
お
り
、
う
ち
３
本
（25

％
）
は
ナ
ラ
枯
れ
で
根
腐
れ
個
体
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
枝
折

れ
は9.7

％
でD

BH
 38.5

㎝
・H

 21

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
よ
り
も
二
回
り
大
き
な
個
体
で
発

生
し
て
い
た
。
枝
折
れ
位
置
は
地
上
よ
り
平
均12

ｍ
で
平
均
樹
高21

ｍ
の66

％
位
置
で
あ
っ

た
。こ

の
よ
う
に
コ
ナ
ラ
の
樹
体
の
大
き
い
個
体
（
市
内
で
１
２
年
前
に
発
生
し
た
ナ
ラ
枯
れ
か
ら
生
き
延

び
て
い
る
個
体
）
は
風
圧
に
耐
え
枝
折
れ
で
済
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
中
型
の
個
体
が
幹
折

れ
・
根
返
り
と
な
り
そ
の
な
か
に
ナ
ラ
枯
れ
個
体
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
ナ
ラ
枯
れ
現
象

は
ま
だ
終
息
す
る
気
配
を
み
せ
て
お
ら
ず
、
台
風
な
ど
強
風
に
よ
っ
て
継
続
し
て
幹
折
れ
・

根
返
り
が
発
生
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

斜
が
発
生
し
て
い
た
。
ま
た
、
台
風
か
ら
１
ヶ
月
ほ
ど
の
間
は
枝
折
れ
の
発
生
が
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
数
ヶ
月
経
た
そ
の
間
に
枝
折
れ
し
枯
れ
枝
と
な
っ
て
確
認
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
台
風
２
１
号
の
暴
風
で
枝
は
傷
ん
で
そ
れ
が
折
れ
て
枯

れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
枝
折
れ
は
ア
カ
マ
ツ
・
ス
ギ
で
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
台
風
後
の
枝
折
れ
発
生
に
つ
い
て
の
追
跡
調
査
ま
で
は
し
き
れ
ず
、
本
報
告

に
反
映
で
き
て
い
な
い
。

②
常
緑
広
葉
樹

＊
ソ
ヨ
ゴ
：
７
２
本
（32.6
％
）

被
害
樹
種
で
も
っ
と
も
多
く
の
本
数
を
数
え
て
い
る
。
全
体
樹
形
平
均
を
示
す
と
、D

BH
 

16.6

㎝
・H

 13.1

ｍ
で
あ
る
。
根
返
り65.3

％
はD

BH
 17.9

㎝
・H

 13.1

ｍ
と
全
体
平
均
と

ほ
ぼ
近
似
し
て
い
た
。
つ
い
で
、
傾
斜23.6
％
はD

BH
 12.6

㎝
・H

 12.7

ｍ
で
あ
り
全
体
平

均
よ
り
も
一
回
り
小
さ
な
個
体
が
被
害
木
と
な
っ
て
い
た
。
根
返
り
と
傾
斜
と
で
約
９
割
を

占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
幹
折
れ11.1

％
はD

BH
 18

㎝
・H
 14

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
よ
り

も
や
や
大
き
い
個
体
が
該
当
し
て
い
た
。
そ
の
幹
折
れ
高
さ4.3

ｍ
は
地
上
か
ら
樹
高
の
１
／

３
の
位
置
で
あ
っ
た
。

ソ
ヨ
ゴ
は
深
根
性
と
さ
れ
る
が
、
マ
サ
土
の
た
め
浅
根
状
態
に
あ
り
、
樹
高
成
長
が
直
径

成
長
よ
り
優
先
し
た
樹
形
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
被
害
に
影
響
し
た
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、

幹
折
れ
の
な
か
で
直
径
が
太
く
高
齢
と
な
っ
た
個
体
を
み
る
と
幹
腐
れ
の
個
体
が
該
当
し
て

い
た
。
た
だ
、
幹
は
曲
げ
に
強
い
と
思
わ
れ
た
。

＊
ア
ラ
カ
シ
：
８
本
（3.6

％
）

全
体
樹
形
平
均
を
示
す
と
、D

BH
 20.5

㎝
・H

 13.3

ｍ
で
あ
る
。
幹
折
れ62.5

％
はD

BH
 

20

㎝
・H

1 3.2

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
と
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
た
。
そ
の
幹
折
れ
高
さ4.8

ｍ
は
地

上
か
ら
樹
高
の
１/

３
の
位
置
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
、
根
返
り25

％
はD

BH
 19

㎝
・H

 12.5

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
よ
り
一
回
り
ほ
ど
小
さ
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
傾
斜12.5

％
はD

BH
 26

㎝
・H

 15

ｍ
で
あ
り
全
体
平
均
よ
り
も
約
二
回
り
大
き
な
個
体
が
被
害
木
と
な
っ
て
い
た
。

＊
そ
の
他
、
被
害
本
数
が
５
本
に
満
た
な
い
留
意
さ
れ
た
常
緑
広
葉
樹

ク
ロ
バ
イ
（
４
本
）
は
全
体
樹
形
平
均
を
示
す
と
、D

BH
 18.5

㎝
・H

 13.8

ｍ
で
被
害
形
態

が
根
返
り
と
傾
斜
と
で
あ
り
、
浅
根
性
を
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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＊
そ
の
他
、
被
害
本
数
が5

本
に
満
た
な
い
留
意
さ
れ
た
落
葉
広
葉
樹

コ
シ
ア
ブ
ラ
（
４
本
）
は
全
体
樹
形
平
均
を
示
す
とD

BH
 20

㎝
・H

 14

ｍ
で
あ
り
、
う
ち

３
本
が
幹
折
れ
で
平
均
樹
形
に
近
似
し
、
風
害
に
弱
い
樹
種
と
み
ら
れ
た
。
根
返
り
１
本
は

平
均
樹
形
よ
り
一
回
り
小
さ
いD

BH
 15

㎝
・H

 14

ｍ
で
あ
っ
た
。

ナ
ツ
ツ
バ
キ
（
４
本
）
は
全
体
樹
形
平
均
を
示
す
とD

BH
 14.3

㎝
・H

 15

ｍ
で
あ
り
、
う
ち

３
本
が
根
返
り
で
あ
り
全
体
樹
形
と
近
似
し
、
傾
斜
の
１
本
も
平
均
樹
形
と
近
似
す
るD

BH
 

14

㎝
・H

 14

ｍ
で
あ
っ
た
。
浅
根
性
で
風
害
に
弱
い
樹
種
と
み
ら
れ
た
。

落
葉
広
葉
樹
は
総
じ
て
幹
折
れ
つ
い
で
根
返
り
が
多
く
、
枝
折
れ
は
コ
ナ
ラ
・
セ
ン
ダ
ン

と
樹
種
は
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

な
お
、
根
系
に
つ
い
て
は
苅
住
曻
『
樹
木
根
系
図
説
』、
材
質
に
つ
い
て
は
平
井
信
二
『
木

の
大
百
科
』
お
よ
び
日
本
林
業
技
術
協
会
編
『
新
版 

林
業
百
科
事
典
』
を
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
（7） 

（8） 

（9）
。

（
６
）
胸
高
直
径
―
幹
折
れ
高
さ
、
樹
高
―
幹
折
れ
高
さ
と
の
関
係

胸
高
直
径
―
幹
折
れ
高
お
よ
び
樹
高
―
幹
折
れ
高
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
母
数
が
け
っ
し

て
多
く
は
な
く
断
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
今
回
の
被
害
か
ら
読
み
取
ら
れ
た

傾
向
と
し
て
記
す
。

そ
こ
で
、
被
害
本
数
の
多
か
っ
た
ア
カ
マ
ツ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ア
ラ
カ
シ
、
コ
ナ
ラ
で
分
析
し

て
み
た
。

図13　台風前の研究室の窓前のコナラ（No4）図14　同右　台風で幹折れしたコナラ（No4）
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ア
カ
マ
ツ
（
２
２
本
）
は
、
胸
高
直
径
―
幹
折
れ
高
を
み
る
と
若
干
で
は
あ
る
が
太
く
な
る

に
つ
れ
て
幹
折
れ
高
さ
が
高
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
樹
高
―
幹
折
れ
高
と
と

も
に
強
い
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
多
く
が
地
上
５
ｍ
〜
７
ｍ
以
下
で
折
れ
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
ら
れ
る
。

＊
ア
カ
マ
ツ
：

胸高直径　cm

幹
折
れ
高
　
m

図15　アカマツ　胸高直径－幹折れ高

樹高　m

幹
折
れ
高
　
m

図16　アカマツ　樹高－幹折れ高
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ソ
ヨ
ゴ
（
８
本
）
は
調
査
本
数
が
少
な
い
が
、
胸
高
直
径
―
幹
折
れ
高
を
み
る
と
若
干
で
は

あ
る
が
太
く
な
る
に
つ
れ
て
幹
折
れ
高
さ
が
高
く
な
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
樹

高
―
幹
折
れ
高
で
は
傾
向
は
読
み
取
ら
れ
な
い
。

＊
ソ
ヨ
ゴ

樹高　m

幹
折
れ
高
　
m

図18　ソヨゴ　樹高－幹折れ高

胸高直径　cm

幹
折
れ
高
　
m

図17　ソヨゴ　胸高直径－幹折れ高



63

調査報告書［二〇一八年九月四日、台風21号による京都造形芸術大学内森林被害調査報告］髙梨 武彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

ア
ラ
カ
シ
（
５
本
）
も
調
査
本
数
が
少
な
い
が
、
胸
高
直
径
―
幹
折
れ
高
を
み
る
と
ほ
と
ん

ど
胸
高
直
径
と
は
関
係
な
し
に
地
上
５
ｍ
ほ
ど
で
折
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
樹

高
―
幹
折
れ
高
で
傾
向
は
読
み
取
ら
れ
な
い
。

＊
ア
ラ
カ
シ

樹高　m

幹
折
れ
高
　
m

図20　アラカシ　樹高－幹折れ高

胸高直径　cm

幹
折
れ
高
　
m

図19　アラカシ　胸高直径－幹折れ高



64

調査報告書［二〇一八年九月四日、台風21号による京都造形芸術大学内森林被害調査報告］髙梨 武彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

コ
ナ
ラ
（
２
５
本
）
は
、
胸
高
直
径
―
幹
折
れ
高
を
み
る
と
ほ
と
ん
ど
胸
高
直
径
と
関
係
な

い
よ
う
に
読
み
取
ら
れ
た
。
む
し
ろ
、
樹
高
―
幹
折
れ
高
で
は
正
の
関
係
性
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
胸
高
直
径
―
幹
折
れ
高
と
の
関
係
性
を
み
る
と
、
ア
カ
マ
ツ
・
ソ
ヨ
ゴ
で
胸

高
直
径
が
太
く
な
る
に
つ
れ
て
幹
折
れ
高
が
高
く
な
る
傾
向
が
読
み
と
ら
れ
、
ア
ラ
カ
シ
・

コ
ナ
ラ
で
は
関
係
性
は
読
み
取
ら
れ
な
い
。

樹
高
―
幹
折
れ
高
と
の
関
係
性
を
見
る
と
、
コ
ナ
ラ
で
樹
高
が
高
く
な
る
に
つ
れ
幹
折
れ

高
が
高
く
な
っ
て
い
る
正
の
関
係
性
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ア
カ
マ
ツ
・
ソ
ヨ
ゴ
・
ア

ラ
カ
シ
で
は
関
係
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
、
幹
折
れ
位
置
で
い
う
と
、
ア
カ
マ
ツ
は
地
上
５
ｍ
〜
７
ｍ
で
折
れ
て
い
た
個
体
が

多
か
っ
た
こ
と
、
ア
ラ
カ
シ
も
地
上
５
ｍ
ほ
ど
で
折
れ
て
い
た
個
体
が
多
か
っ
た
。

＊
コ
ナ
ラ

樹高　m

幹
折
れ
高
　
m

図22　コナラ　樹高－幹折れ高

胸高直径　cm

幹
折
れ
高
　
m

図21　コナラ　胸高直径－幹折れ高
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で
き
る
範
囲
で
視
察
し
て
回
っ
た
。
本
報
告
で
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
視
察
で
き
た
被
害

個
所
を
含
め
、
個
々
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
情
報
確
認

し
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
室
戸
台
風
に
よ
る
府
内
の
被
害
に
つ
い
て

は
一
九
三
五
年
に
京
都
府
（10）
お
よ
び
京
都
市
役
所
（11）
が
そ
れ
ぞ
れ
に
出
版
し
た
台
風
被
害
報
告

書
、
お
よ
び
一
九
三
六
年
に
大
阪
営
林
局
が
出
し
た
東
山
国
有
林
に
関
す
る
被
害
報
告
書
（12）

を
、
さ
ら
に
近
年
で
は
四
手
井
綱
英
編
の
下
鴨
神
社
に
関
す
る
著
書
（13）
を
ぜ
ひ
と
も
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
、
東
山
と
鞍
馬
・
貴
船
で
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
①
今
台
風
の
被
害
木
の
一
部
が

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
室
戸
台
風
直
後
に
植
林
あ
る
い
は
天
然
更
新
し
て
き
た
樹
木
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
、
②
論
者
が
二
〇
〇
〇
年
よ
り
森
林
風
致
施
業
指
標
を
確
立
す
る
た
め
調
査
研

究
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
林
分
で
あ
り
、
今
後
の
長
伐
期
施
業
の
指
標
と
も
な
る
と
期
待
し

て
い
た
林
分
で
も
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
③
森
林
被
害
が
面
的
形
態
を
呈
し
て
い
る
と
い

う
他
被
害
林
分
と
の
違
い
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
被
害
状
況
を
こ
こ
に
記
録
し
て

お
き
た
い
。

＊
東
山
・
将
軍
塚
の
西
下
方
（
図
23
）

清
水
山
か
ら
粟
田
山
に
か
け
て
の
被
害
木
は
そ
の
胸
高
直
径
よ
り
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年

の
室
戸
台
風
翌
年
に
復
旧
造
林
さ
れ
た
シ
イsp

・
ヤ
マ
モ
モ
・
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
風
倒

し
た
も
の
と
一
九
三
六
年
に
大
阪
営
林
局
が
出
し
た
東
山
国
有
林
に
関
す
る
被
害
報
告
書
の

内
容
よ
り
推
測
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
西
斜
面
の
遊
歩
道
沿
い
は
単
木
な
い
し
は
数
本
が
ま
と

ま
っ
て
倒
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
尾
根
筋
の
南
東
斜
面
で
は
写
真
の
よ
う
に
約
１
ha
近
く
で

ス
ギ
林
に
コ
ジ
イ
が
混
じ
た
林
分
が
風
倒
し
て
い
た
。

＊
貴
船
（
図
24
）

こ
こ
は
森
林
風
致
施
業
指
標
の
調
査
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
林
分
で
あ
る
。
貴
船
国

有
林
は
長
伐
期
施
業
と
と
も
に
複
層
林
施
業
の
先
進
的
役
割
り
を
担
っ
て
い
る
団
地
だ
け
に

ま
っ
た
く
残
念
で
あ
る
。

（
７
）
台
風
後
の
森
林
施
業

ア
カ
マ
ツ
は
マ
ツ
枯
れ
予
防
（
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
ド
注
入
）
の
効
果
が
確
認
さ
れ
、
常
緑
広
葉
樹
の

除
伐
と
中
段
伐
り
に
よ
り
落
葉
広
葉
樹
の
育
成
も
目
途
が
つ
き
、
学
内
の
森
林
施
業
計
画
は

ほ
ぼ
順
調
と
判
断
し
て
い
た
。
そ
れ
が
６
年
前
、
シ
カ
に
よ
り
中
木
は
食
害
や
幹
の
傷
つ
け

そ
し
て
林
床
に
成
育
し
て
き
て
い
た
落
葉
広
葉
樹
も
一
夜
に
し
て
食
害
さ
れ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
状
況
が
発
生
し
た
。
と
く
に
更
新
し
そ
の
成
長
を
期
待
し
て
い
た
コ
シ
ア
ブ
ラ

と
タ
カ
ノ
ツ
メ
の
幼
樹
、
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
、
お
よ
び
常
緑
広
葉

樹
の
ア
オ
キ
が
み
ご
と
に
食
害
さ
れ
、
サ
カ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ア
ラ
カ
シ
と
い
っ

た
常
緑
広
葉
樹
中
低
木
だ
け
が
残
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
事
務
局
に
土
地

境
界
に
シ
カ
侵
入
防
除
柵
の
設
置
を
お
願
い
し
実
施
し
た
。
そ
の
効
果
は
大
き
く
、
シ
カ
お

よ
び
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
の
５
年
間
に
林
床
の
落
葉
掻
き

（
地
掻
き
）
や
除
伐
を
す
す
め
林
床
植
生
の
回
復
が
確
認
さ
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ

こ
に
今
回
の
台
風
被
害
で
あ
る
。
幸
い
シ
カ
侵
入
防
除
柵
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
根
返

り
木
・
幹
折
れ
木
な
ど
は
数
ヶ
月
に
わ
た
り
伐
採
し
林
内
よ
り
搬
出
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、

（
４
）
の
相
観
植
生
か
ら
み
る
被
害
木
位
置
関
係
の
項
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
風
倒
に
よ

り
ギ
ャ
ッ
プ
が
形
成
さ
れ
加
え
て
被
害
木
が
搬
出
処
理
さ
れ
た
こ
と
で
、
落
葉
広
葉
樹
の
天

然
更
新
の
促
進
は
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。
で
き
れ
ば
落
葉
掻
き
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

よ
り
速
く
確
実
に
天
然
更
新
は
進
む
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
相
応
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。

と
は
い
え
、
補
植
な
ど
の
対
応
は
現
状
で
は
実
行
し
な
く
て
よ
い
と
判
断
さ
れ
た
。

た
だ
留
意
さ
れ
る
こ
と
に
、
都
市
公
園
な
ど
で
根
返
り
木
な
ど
い
ま
だ
そ
の
ま
ま
と
さ
れ

て
い
た
り
、
集
積
さ
れ
た
ま
ま
の
光
景
が
目
に
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
伐
採
・
搬
出
と

い
う
被
害
木
処
理
が
多
く
は
焼
却
処
分
と
な
る
こ
と
か
ら
、
予
算
の
都
合
そ
し
て
焼
却
施
設

の
対
応
能
力
を
超
え
た
分
量
で
あ
る
た
め
遅
れ
て
い
る
と
担
当
業
者
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
以
前
は
薪
な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
対
応
が
現
今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

あ
ら
た
な
利
活
用
の
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）
京
都
造
形
芸
術
大
学
以
外
で
の
森
林
被
害
概
況

「
は
じ
め
に
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
の
森
林
被
害
状
況
と
と
も
に
東
山
、
鞍
馬
、

貴
船
、
嵐
山
、
乙
訓
郡
大
山
崎
町
周
辺
、
さ
ら
に
は
テ
レ
ビ
報
道
で
映
し
出
さ
れ
た
下
鴨
神

社
や
京
都
御
苑
、
松
尾
大
社
周
辺
な
ど
多
く
の
被
害
地
域
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
気
に
な
っ

て
い
た
。
本
学
の
被
害
木
調
査
を
終
え
た
時
点
か
ら
二
〇
一
九
年
四
月
ま
で
、
時
間
を
み
て
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貴
船
神
社
末
社
の
梅
宮
社
か
ら
北
西
に
向
か
う
貴
船
川
の
両
側
の
水
平
距
離
４
０
０
〜

５
０
０
ｍ
ほ
ど
に
か
け
て
成
立
し
て
い
た
ス
ギ
高
齢
人
工
林
で
被
害
が
多
く
視
察
さ
れ
た
。
と

く
に
左
岸
の
南
西
斜
面
そ
し
て
右
岸
の
東
斜
面
で
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
各
所
に
も
た
ら
し
た
二
〇
一
八
年
九
月
四
日
台
風
２
１
号
で

あ
る
。
一
方
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
観
光
へ
の
影
響
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、
た
し
か
に
風

倒
し
た
被
害
木
処
理
に
時
間
を
要
し
社
寺
参
道
な
ど
復
旧
が
遅
れ
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
な

ど
報
じ
ら
れ
て
は
い
た
。
が
し
か
し
、
秋
の
紅
葉
の
冴
え
や
翌
年
春
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
見

事
さ
は
前
年
と
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
自
然
の
た
く
ま
し
さ
も
ま
た
痛
感
し

た
。
と
く
に
、
今
年
の
桜
の
開
花
は
、
暖
気
と
寒
気
の
影
響
か
ら
三
月
十
九
日
に
１
分
咲
き
、

四
月
六
日
満
開
と
な
り
四
月
十
日
は
ま
だ
７
〜
８
分
咲
き
状
態
が
続
く
な
ど
、
３
週
間
近
く

も
花
見
が
楽
し
め
た
妙
な
年
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
台
風
２
１
号
に
よ
る
京
都
市
中
心
部
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
森
林
被
害
の
調
査
お
よ

び
視
察
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
感
慨
を
い
だ
い
た
。

江
戸
・
明
治
か
ら
先
々
代
達
が
築
い
て
き
た
わ
が
国
の
森
林
、
樹
齢
１
０
０
年
生
・
２
０
０

年
生
を
越
え
る
樹
木
。
そ
れ
が
い
と
も
簡
単
に
根
返
り
・
傾
斜
・
幹
折
れ
し
て
し
ま
う
ほ
ど

の
自
然
の
驚
異
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
台
風
に
よ
る
森
林
被
害
の
多
く
は
、
経
済
停

滞
に
よ
る
伐
り
控
え
そ
し
て
放
置
に
起
因
す
る
長
伐
期
化
し
た
針
葉
樹
人
工
林
、
あ
る
い
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
起
因
し
放
置
さ
れ
た
里
山
の
広
葉
樹
二
次
林
、
そ
こ
が
主
な
被
害
対
象

と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

根
返
り
・
傾
斜
・
幹
折
れ
し
た
そ
の
姿
、
そ
の
場
で50

〜100

㎝
に
玉
伐
り
さ
れ
積
ま
れ

た
姿
か
ら
は
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
無
念
感
、
た
だ
々
々
無
力
を
実
感
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

実
は
、
こ
の
感
情
は
今
か
ら
二
十
八
年
前
に
も
体
験
し
て
い
た
。
そ
れ
は
九
州
な
か
で
も
大

分
県
日
田
地
方
を
襲
っ
た
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
台
風
１
９
号
に
よ
る
森
林
被
害
で
あ
る
（14）
。

当
地
は
日
田
林
業
と
し
て
全
国
で
も
屈
指
の
林
業
地
で
あ
る
。
そ
の
惨
状
を
知
る
や
、
直
に

目
に
す
る
こ
と
は
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
居
て
も
た
っ
て
い
ら
れ
ず
、
休
暇
を
と
り
現

地
に
赴
き
２
泊
３
日
か
け
て
視
察
し
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た
惨
状
は
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
て

し
ま
っ
た
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
森
林
資
源
の
破
壊
で
あ
り
、
ま
さ
に
自
然
の
驚
異
そ
の

図24　スギ高齢人工林（樹齢約100年生）。
大きく湾曲傾斜し風倒。

図23　コジイ二次林が約１ha風倒　コジイDBH 60㎝・H 19ｍなど。
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人
間
が
な
ん
ら
か
の
目
標
・
目
的
を
も
っ
て
管
理
し
な
く
て
は
木
材
生
産
を
第
一
義
と
す
る

森
林
施
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
や
生
物
多
様
性
の
維
持
回
復
を
主
張
す
る
森
林
の
存
在

は
保
証
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
、
木
材
需
給
・
木
材
価
格
、
し
い
て
は
施
業
の
確
保
な
ど
経

済
因
子
が
複
雑
に
関
わ
る
と
は
い
え
、
計
画
性
の
認
め
ら
れ
な
い
伐
り
控
え
あ
る
い
は
管
理

放
棄
に
よ
る
結
果
と
し
て
の
針
葉
樹
人
工
林
の
長
伐
期
化
を
や
む
を
得
ず
と
看
過
す
る
行
政

の
姿
勢
も
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
林
政
面
・
技
術
面
の
双
方
か
ら
今
後
ど
の
よ
う

な
森
林
の
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ
る
の
か
調
査
研
究
し
提
示
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
一
度
、
わ
が
国
の
重
要
な
資
源
は
水
と
森
林
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
時
に
あ

る
。こ

の
二
〇
一
九
年
三
月
、
論
者
と
同
じ
所
属
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
二
人
の
同
僚
（
ヤ

ギ 

タ
カ
シ
教
授
、
中
村
勇
大
教
授
）
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
お
二
人
と
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
五
十
歳
代

で
あ
っ
た
。
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
。
と
と
も
に
、
論
者
も
六
十
歳
半
ば
に
近
づ
き
、

森
林
美
学
そ
し
て
森
林
風
致
施
業
の
調
査
研
究
と
い
う
立
場
か
ら
、
全
国
各
地
の
森
林
を
ひ

と
つ
で
も
多
く
見
分
し
、
今
後
の
針
葉
樹
人
工
林
そ
し
て
広
葉
樹
二
次
林
の
取
り
扱
い
に
少

な
か
ら
ず
発
信
し
て
い
き
た
い
、
そ
う
思
う
の
で
あ
る
。
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も
の
で
あ
っ
た
。
斜
面
一
面
を
覆
う
な
ぎ
倒
さ
れ
た
ス
ギ
人
工
林
、
そ
の
惨
状
は
今
も
目
に

焼
き
つ
い
て
い
る
。
そ
ん
な
光
景
を
ま
さ
か
約
三
十
年
後
に
遭
遇
す
る
と
は
思
い
も
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
ど
こ
か
で
台
風
に
よ
る
森
林
被
害
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
他

な
ら
ず
、
災
害
国
日
本
の
姿
な
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

針
葉
樹
を
主
と
す
る
人
工
林
、
広
葉
樹
を
主
と
す
る
二
次
林
、
ど
ち
ら
も
人
為
と
い
う
尺

度
か
ら
み
れ
ば
本
来
常
に
管
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
森
林
の
あ
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
今

日
、
そ
の
実
態
は
双
方
と
も
に
崩
れ
て
い
る
。
長
伐
期
と
い
う
名
の
も
と
に
放
置
さ
れ
て
い

る
針
葉
樹
人
工
林
は
共
倒
れ
現
象
を
呈
す
る
林
分
、
林
床
植
生
も
生
育
で
き
ず
に
表
層
土
壌

が
流
出
し
荒
廃
す
る
林
分
も
現
れ
て
い
る
。
一
方
の
無
用
化
し
た
と
放
置
さ
れ
て
い
る
広
葉

樹
二
次
林
は
一
向
に
終
息
す
る
気
配
の
み
え
な
い
各
地
に
拡
大
す
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
よ
っ

て
林
分
構
造
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
論
者
は
当
初
、
長
伐
期
化
し
た
人
工
林
は
択
伐
そ
し
て
樹

下
植
栽
（
二
段
林
化
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
し
た
考
え
の
時
期
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
形
状
比
（
樹
高
ⅿ/

胸
高
直
径
㎝
）
が
た
だ
高
く
な
っ
て
い
っ
た
林
分
は
期
待
し

た
利
用
価
値
あ
る
林
木
と
は
多
く
が
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
ら
林
分
は
複
層
林
に
単
純

に
誘
導
で
き
る
林
分
構
造
で
は
な
い
こ
と
を
、
二
〇
〇
八
年
博
士
論
文
（15）
以
降
の
針
葉
樹
人

工
林
や
広
葉
樹
二
次
林
の
毎
木
調
査
か
ら
感
じ
と
っ
て
い
た
。

近
年
、「
保
持
林
業
」
な
る
概
念
に
よ
る
森
林
施
業
が
注
目
さ
れ
て
い
る
（16）
。
そ
れ
は
人

工
林
施
業
に
あ
っ
て
生
物
多
様
性
を
維
持
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
林
木
の
伐
採
を

実
行
す
る
森
林
施
業
の
あ
り
方
を
い
い
、
こ
れ
ま
で
の
木
材
生
産
を
主
目
的
と
す
る
森
林
施

業
と
は
別
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
里
山
に
お
け
る
薪
炭
林
施
業
や
中
林
作
業
は

結
果
と
し
て
生
物
の
多
様
性
を
維
持
し
つ
つ
人
々
が
利
用
で
き
る
林
分
の
取
り
扱
い
で
あ
っ

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
実
は
、
放
置
さ
れ
ナ
ラ
枯
れ
に
よ
っ
て
高
木
が
枯
れ
中
木

層
と
そ
の
林
床
植
生
が
生
育
し
そ
の
姿
が
遷
移
し
て
い
く
広
葉
樹
二
次
林
を
調
査
観
察
し
て

い
た
時
、
こ
れ
も
一
つ
の
あ
り
様
か
と
感
じ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
高
木
化
す
る
林
木

の
入
れ
替
わ
り
を
促
し
て
く
れ
て
い
る
ナ
ラ
枯
れ
、
い
っ
て
み
れ
ば
自
然
現
象
が
人
為
的
伐

採
を
代
行
し
て
く
れ
て
い
る
と
み
て
い
た
。
し
か
し
、
い
っ
こ
う
に
ナ
ラ
枯
れ
は
終
息
せ
ず
、

加
え
て
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
常
緑
広
葉
樹
が
優
占
し
て
く
る
様
を
見
る
に
し
た

が
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
は
り
ダ
メ
で
、
生
物
多
様
性
の
維
持
は
無
理
な
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
、
高
齢
高
木
化
す
る
コ
ナ
ラ
か
ら
シ
イ
・
カ
シ
類
へ
の
入
れ
替
わ
り
を
境
に
優
占

す
る
上
木
常
緑
広
葉
樹
の
除
伐
・
択
伐
の
管
理
な
く
し
て
生
物
多
様
性
の
維
持
は
難
し
い
と

判
断
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
針
葉
樹
人
工
林
に
せ
よ
広
葉
樹
二
次
林
に
せ
よ
、
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京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

（10）　

京
都
府
土
木
部
・
都
市
計
画
京
都
地
方
委
員
会　
『
風
害
を
被
っ
た
京
都
の
風
致
』

一
九
三
五
年
三
月
、
本
文11

頁
・
写
真75

枚
・
図
版
一
枚

（11）　

京
都
市
役
所
『
京
都
市
風
害
誌
』
一
九
三
五
年
、198

頁

（12）　

大
阪
営
林
局
『
東
山
国
有
林
風
致
計
画
書
・
東
山
風
致
復
旧
座
談
会
』、
一
九
三
六
年
、

本
文130

頁
・
座
談
会23

頁

（13）　

四
手
井
綱
英
編
著
『
下
鴨
神
社　

糺
の
森
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
三
年
、300

頁

（14）　

千
葉
幸
弘
「1991

年
台
風19

号
に
よ
る
ス
ギ
林
木
の
折
れ
損
被
害
発
生
機
構
の
解
析
」

日
林
誌75
（4
）、
一
九
九
三
年
、P372 -374

（15）　

髙
梨
武
彦
『
京
都
・
東
山
の
森
林
風
致
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
』
博
士
論
文
（
日
本
大

学
）
二
〇
〇
八
年
、151
頁

（16）　

柿
澤
宏
昭
・
山
浦
悠
一
・
栗
山
浩
一 

編
『
保
持
林
業 

―
木
を
伐
り
な
が
ら
生
き
物
を
守

る
』、
築
地
書
館
、
二
〇
一
八
年
、372

頁
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京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

調査
No 樹種

胸高直径 樹高 材積 被害形態
風倒方向 樹体の欠点など

cm ｍ ㎥ 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ

1 コナラ 38.0 18.0 0.820 ○ｈ1.7 N

2 コナラ 24.0 17.0 0.340 ○ N

3 ソヨゴ 22.0 13.0 0.220 ○ N

4 コナラ 26.0 19.0 0.450 ○ｈ6 NW

5 ソヨゴ 10.0 10.0 0.040 ○ NW

6 コナラ 38.0 20.0 0.930 ○ W

7 アカマツ 30.0 24.0 0.720 ○ NW

8 ソヨゴ 15.0 11.0 0.110 ○ NW

9 ソヨゴ 16.0 12.0 0.120 ○ NW

10 アカマツ 28.0 19.0 0.510 ○ｈ7 W

11 コナラ 19.0 20.0 0.290 ○ｈ12 -

12 ソヨゴ 14.0 12.0 0.090 ○ｈ5 -

13 コナラ 35.0 19.0 0.800 ○ｈ7 W ２本立（30.40）

14 コナラ 40.0 20.0 1.010 ○ｈ12 NW

15 クスノキ 24.0 18.0 0.370 ○ W 根腐れ

16 クスノキ 65.0 22.0 2.710 ○ｈ15 N

17 クスノキ 45.0 20.0 1.290 ○ｈ11 -

18 クヌギ 30.0 15.0 0.400 ○ｈ2 N 幹腐れ

19 アカマツ 22.0 19.0 0.320 ○ｈ4 W 白No.234

20 コナラ 30.0 22.0 0.680 ○ｈ2 NW

21 アカマツ 38.0 24.0 1.140 ○ｈ5 NW

22 ソヨゴ 20.0 12.0 0.170 ○ｈ5 SW

23 ソヨゴ 13.0 12.0 0.090 ○ｈ4 SW

24 アカマツ 48.0 24.0 1.780 ○ｈ7 W

25 アカマツ 17.0 18.0 0.210 ○ｈ7 W

26 ソヨゴ 14.0 10.0 0.080 ○ - 幹曲がり　アカマツの下敷き

27 ソヨゴ 10.0 8.0 0.030 ○ - 幹曲がり　アカマツの下敷き

28 ソヨゴ 10.0 8.0 0.030 ○ - 幹曲がり　アカマツの下敷き

29 コナラ 34.0 20.0 0.760 ○ｈ15 NW

30 ソヨゴ 10.0 10.0 0.040 ○ NW 根腐れ

31 コナラ 17.0 13.0 0.160 ○ W

32 コナラ 25.0 14.0 0.320 ○ W 陽陽館

33 アカマツ 17.0 17.0 0.200 ○ NW

34 コナラ 28.0 20.0 0.540 ○ｈ3 NW 二又木の一本　ナラ枯れ

35 アカマツ 27.0 19.0 0.510 ○ｈ3 N No.125

36 コナラ 25.0 25.0 0.610 ○ N 根腐れ

37 アカマツ 30.0 27.0 0.810 ○ｈ2 NW 白No.67

表１　台風21号被害木調査表　　調査者：髙梨 武彦　　調査日時：2018年9月6日、7日、27日、28日
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京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

調査
No 樹種

胸高直径 樹高 材積 被害形態
風倒方向 樹体の欠点など

cm ｍ ㎥ 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ

38 アカマツ 18.0 21.0 0.250 ○ W No.37のかかり木

39 アカマツ 18.0 20.0 0.240 ○ｈ3 NW

40 ソヨゴ 15.0 15.0 0.140 ○ｈ1 S

41 クロバイ 15.0 14.0 0.130 ○ NW

42 ソヨゴ 15.0 10.0 0.100 ○ NW

43 コナラ 19.0 17.0 0.250 ○ｈ4 N

44 アカマツ 30.0 22.0 0.660 ○ｈ1 W ねじ曲がっている

45 コナラ 20.0 16.0 0.230 ○ N ナラ枯れ

46 アカマツ 28.0 24.0 0.630 ○ｈ4 N 白No.1

47 ヒノキ 28.0 22.0 0.680 ○ NE

48 アカマツ 9.0 22.0 0.080 ○ｈ9 - 樹冠なし

49 ネジキ 8.0 8.0 0.020 ○ｈ1 NW

50 アカマツ 29.0 22.0 0.660 ○ｈ3 N 白No.2

51 ヒノキ 21.0 20.0 0.390 ○ N

52 アカマツ 25.0 22.0 0.500 ○ｈ7 NW 白No.3

53 アカマツ 18.0 22.0 0.260 ○ｈ8 NW 白No.7

54 コナラ 20.0 18.0 0.260 ○ N 根腐れ　ナラ枯れ

55 コナラ 22.0 20.0 0.350 ○ N 根腐れ

56 コナラ 42.0 20.0 1.100 ○ｈ9 NW ナラ枯れ

57 ソヨゴ 25.0 17.0 0.400 ○ NW

58 ソヨゴ 20.0 15.0 0.220 ○ NW ４株立ち

59 ウワミズザクラ 28.0 19.0 0.510 ○ｈ9 NW

60 コナラ 20.0 18.0 0.260 ○ｈ9 NW

61 ソヨゴ 10.0 10.0 0.040 ○ NW

62 ソヨゴ 10.0 10.0 0.040 ○ NW

63 ソヨゴ 14.0 10.0 0.080 ○ NW

64 ソヨゴ 17.0 11.0 0.130 ○ NW

65 アカマツ 28.0 22.0 0.580 ○ NW 白No.29

66 ソヨゴ 12.0 11.0 0.060 ○ NW

67 ソヨゴ 15.0 11.0 0.110 ○ NW

68 アカマツ 35.0 14.0 0.600 ○ｈ6 S

69 コナラ 19.0 13.0 0.190 ○ N

70 コナラ 12.0 8.0 0.050 ○ｈ6 N

71 ソヨゴ 10.0 6.0 0.030 ○ N ２本立

72 コナラ 27.0 10.0 0.250 ○ N

73 コナラ 14.0 19.0 0.140 ○ｈ4 N

74 コナラ 20.0 15.0 0.220 ○ｈ6 N

表１　台風21号被害木調査表　　調査者：髙梨 武彦　　調査日時：2018年9月6日、7日、27日、28日 （つづき）
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京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

調査
No 樹種

胸高直径 樹高 材積 被害形態
風倒方向 樹体の欠点など

cm ｍ ㎥ 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ

75 ソヨゴ 35.0 11.0 0.430 ○ N ４本立（15.15.12.10）

76 サクラSP 5.0 4.0 0.007 ○ N 新植

77 サクラSP 5.0 5.0 0.009 ○ N 新植

78 サクラSP 5.0 3.0 0.006 ○ N 新植

79 サクラSP 5.0 3.0 0.006 ○ N 新植

80 アカマツ 28.0 12.0 0.330 ○ N すでに伐採（ビニールハウス真上）

81 センダン 12.0 7.0 0.040 ○ NE 根腐れ

82 ソヨゴ 60.0 12.0 1.160 ○ NW 株立ち５本（20.18.18.10.10）

83 コナラ 28.0 17.0 0.450 ○ N 根腐れ

84 ソヨゴ 18.0 12.0 0.140 ○ N ２本立（12.14）

85 ソヨゴ 20.0 19.0 0.280 ○ｈ3 NW

86 ソヨゴ 15.0 11.0 0.110 ○ SE ２本立（12.12）

87 ソヨゴ 15.0 11.0 0.110 ○ SE

88 ソヨゴ 20.0 15.0 0.220 ○ E

89 アカマツ 34.0 24.0 0.920 ○ W

90 アカマツ 27.0 19.0 0.510 ○ｈ5 N 白No.430

91 アカマツ 42.0 26.0 1.490 ○ N 白No.459　9/26伐採　約110年生

92 チャンチンモドキ 63.0 20.0 2.310 ○ｈ13 NW ３本立（30.30.25）

93 アカマツ 43.0 19.0 1.200 ○ N 白No.143

94 コナラ 52.0 18.0 1.420 ○ｈ2 N

95 スギ 25.0 21.0 0.510 ○ NW

96 カナメモチ 10.0 8.0 0.030 ○ NW

97 アラカシ 10.0 10.0 0.040 ○ NW

98 チャンチンモドキ 40.0 20.0 1.010 ○ W No.92と同株

99 イイギリ 40.0 20.0 1.010 ○ｈ6 N

100 ウワミズザクラ 18.0 18.0 0.210 ○ｈ11 -

101 リョウブ 12.0 10.0 0.060 ○ NW

102 リョウブ 12.0 10.0 0.060 ○ NW

103 アラカシ 10.0 8.0 0.030 ○ｈ6 - ２本立

104 ヒノキ 20.0 19.0 0.310 ○ｈ3 N

105 コナラ 28.0 18.0 0.480 ○ N 根腐れ

106 アカマツ 23.0 18.0 0.360 ○ｈ2 N 白No.535

107 ヒノキ 25.0 22.0 0.590 ○ N

108 ヒノキ 23.0 22.0 0.510 ○ NW

109 コナラ 40.0 18.0 0.900 ○ｈ14 NW ナラ枯れ

110 コナラ 23.0 18.0 0.370 ○ｈ9 W

111 アカマツ 20.0 14.0 0.210 ○ｈ5 NW

表１　台風21号被害木調査表　　調査者：髙梨 武彦　　調査日時：2018年9月6日、7日、27日、28日 （つづき）
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京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

調査
No 樹種

胸高直径 樹高 材積 被害形態
風倒方向 樹体の欠点など

cm ｍ ㎥ 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ

112 アカマツ 37.0 24.0 1.140 ○ NW 白No.543　約70年生　9/26伐採

113 タカノツメ 20.0 14.0 0.200 ○ｈ9 NW

114 タカノツメ 25.0 17.0 0.400 ○ NW

115 タカノツメ 25.0 14.0 0.320 ○ｈ10 N

116 アカマツ 10.0 12.0 0.050 ○ｈ4 NW

117 ウバメガシ 70.0 20.0 2.700 ○ - ４本立（35.30.25.15）

118 クリ 28.0 17.0 0.450 ○ W 幹腐れ

119 コナラ 45.0 25.0 1.670 ○ｈ14 NW

120 スギ 29.0 24.0 0.750 ○ NW

121 アカマツ 38.0 13.0 0.660 ○ｈ13 - 白No.540　梢落下

122 スギ 18.0 18.0 0.220 ○ｈ2 NW

123 ソヨゴ 22.0 17.0 0.300 ○ NW

124 ソヨゴ 16.0 17.0 0.160 ○ NW

125 ソヨゴ 14.0 16.0 0.120 ○ N

126 ソヨゴ 28.0 17.0 0.450 ○ W 二本立ち（20.20）

127 ソヨゴ 14.0 11.0 0.080 ○ NE

128 ソヨゴ 10.0 10.0 0.040 ○ W

129 ソヨゴ 21.0 14.0 0.240 ○ SE 二本立ち（15.15）

130 ソヨゴ 20.0 14.0 0.200 ○h0.5 SE 幹腐れ

131 ソヨゴ 25.0 18.0 0.420 ○ NW

132 ソヨゴ 18.0 16.0 0.190 ○ NW

133 ソヨゴ 36.0 17.0 0.700 ○ NW 三本立ち（18.20.15）

134 ソヨゴ 10.0 9.0 0.040 ○ N

135 コナラ 28.0 19.0 0.510 ○ N

136 ヒノキ 18.0 18.0 0.240 ○ N

137 コナラ 18.0 15.0 0.180 ○ NW

138 スギ 17.0 19.0 0.230 ○ NW 二本立ち（12.12）

139 ソヨゴ 20.0 17.0 0.250 ○ NW

140 ソヨゴ 12.0 14.0 0.080 ○ NW

141 コナラ 26.0 20.0 0.480 ○ NW ナラ枯れ　根腐れ

142 ヒノキ 24.0 20.0 0.460 ○ NW

143 コナラ 10.0 12.0 0.050 ○h2 NW

144 コナラ 12.0 9.0 0.050 ○ NW 幹腐れ

145 アカマツ 28.0 22.0 0.580 ○ NW

146 ソヨゴ 12.0 10.0 0.060 ○ NW

147 ソヨゴ 10.0 11.0 0.040 ○ W

148 ソヨゴ 25.0 16.0 0.370 ○ N

表１　台風21号被害木調査表　　調査者：髙梨 武彦　　調査日時：2018年9月6日、7日、27日、28日 （つづき）
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京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

調査
No 樹種

胸高直径 樹高 材積 被害形態
風倒方向 樹体の欠点など

cm ｍ ㎥ 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ

149 アカマツ 26.0 17.0 0.400 ○h1.0 N 白No533

150 ヒノキ 18.0 16.0 0.210 ○ NE

151 ソヨゴ 15.0 14.0 0.130 ○ NE

152 ソヨゴ 10.0 9.0 0.040 ○ NE

153 ネジキ 8.0 7.0 0.020 ○ NW

154 コシアブラ 15.0 14.0 0.130 ○ NW

155 コナラ 18.0 18.0 0.210 ○h8.0 W

156 コナラ 23.0 20.0 0.410 ○h14 W

157 コナラ 18.0 14.0 0.170 ○ｈ8.0 SW ナラ枯れ

158 コナラ 28.0 22.0 0.600 ○h14 SW ナラ枯れ

159 コナラ 28.0 15.0 0.390 ○ｈ10 SW 幹腐れ

160 ソヨゴ 24.0 14.0 0.280 ○ｈ9 SW 幹腐れ

161 コシアブラ 22.0 16.0 0.280 ○ｈ12 SW

162 アカマツ 36.0 24.0 1.030 ○ｈ19 NW 白No.538

163 クロバイ 18.0 12.0 0.140 ○ NW

164 ソヨゴ 14.0 14.0 0.100 ○ NW

165 ソヨゴ 22.0 17.0 0.300 ○ N

166 スギ 32.0 22.0 0.780 ○ N

167 タイワンフウ 20.0 16.0 0.230 ○ NW

168 アラカシ 28.0 15.0 0.390 ○ N 二本立ち（20.20）

169 ヒマラヤスギ 35.0 22.0 1.130 ○ NW 伐採9/26　材積モミで代用　

170 ヒマラヤスギ 26.0 22.0 0.610 ○ NW 伐採9/26　材積モミで代用

171 ヒマラヤスギ 22.0 14.0 0.290 ○ｈ8.0 NW 材積モミで代用

172 ヒマラヤスギ 24.0 14.0 0.340 ○ｈ8.0 NW 材積モミで代用

173 コナラ 18.0 14.0 0.170 ○h2 NW

174 ヒマラヤスギ 35.0 22.0 1.130 ○ N 材積モミで代用

175 ヒノキ 30.0 22.0 0.770 ○ N 幹割れ

176 スギ 30.0 22.0 0.690 ○ N 伐採9/26

177 クロバイ 25.0 15.0 0.340 ○ NW 伐採9/26

178 ナツツバキ 14.0 14.0 0.100 ○ NW 伐採9/26

179 ヒノキ 35.0 23.0 1.130 ○ｈ10 N

180 ソヨゴ 14.0 17.0 0.130 ○ N

181 ソヨゴ 14.0 12.0 0.090 ○ N

182 ソヨゴ 18.0 14.0 0.170 ○ｈ7 NW

183 ソヨゴ 18.0 14.0 0.170 ○ W

184 ソヨゴ 14.0 13.0 0.100 ○ NE

185 ソヨゴ 16.0 17.0 0.160 ○ NE

表１　台風21号被害木調査表　　調査者：髙梨 武彦　　調査日時：2018年9月6日、7日、27日、28日 （つづき）
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京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

調査
No 樹種

胸高直径 樹高 材積 被害形態
風倒方向 樹体の欠点など

cm ｍ ㎥ 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ

186 スギ 22.0 17.0 0.300 ○ｈ10 NW

187 ソヨゴ 18.0 14.0 0.170 ○ NW

188 ソヨゴ 12.0 13.0 0.070 ○ NW

189 ソヨゴ 14.0 13.0 0.100 ○ NW ２本立（10.10）

190 ソヨゴ 12.0 12.0 0.070 ○ NW

191 ウバメガシ 26.0 19.0 0.450 ○ｈ10 NW

192 ソヨゴ 16.0 15.0 0.140 ○ NE

193 ソヨゴ 10.0 12.0 0.050 ○ W

194 ソヨゴ 18.0 17.0 0.200 ○ W

195 ソヨゴ 10.0 14.0 0.060 ○ NW

196 ソヨゴ 20.0 14.0 0.200 ○ NW

197 ソヨゴ 12.0 12.0 0.070 ○ N

198 ヒノキ 20.0 18.0 0.290 ○ N

199 ソヨゴ 10.0 14.0 0.060 ○ W 幹曲がり

200 ソヨゴ 10.0 14.0 0.060 ○ W 幹曲がり

201 ソヨゴ 10.0 17.0 0.070 ○ W 幹曲がり

202 ソヨゴ 14.0 14.0 0.100 ○ W 幹曲がり

203 アラカシ 26.0 15.0 0.340 ○ NW 幹曲がり　伐採9/26

204 サカキ 14.0 14.0 0.100 ○ NW 幹曲がり　伐採9/26

205 ユズリハ 24.0 14.0 0.280 ○ NW 幹曲がり　伐採9/26

206 クロバイ 16.0 14.0 0.130 ○ NW

207 ナツツバキ 16.0 15.0 0.140 ○ NW

208 コウヤマキ 54.0 30.0 2.820 ○ｈ20 N

209 ナツツバキ 15.0 15.0 0.140 ○ W

210 アラカシ 18.0 14.0 0.170 ○ｈ5 N

211 ナツツバキ 12.0 16.0 0.090 ○ NW

212 コシアブラ 28.0 14.0 0.360 ○ｈ7 N ２本立（24.16）

213 コシアブラ 15.0 12.0 0.120 ○ｈ4 N

214 サカキ 18.0 20.0 0.240 ○ W

215 ソヨゴ 20.0 17.0 0.250 ○ W

216 ヒノキ 62.0 26.0 3.500 ○ｈ12 N

217 アラカシ 15.0 14.0 0.130 ○ｈ2 NW

218 ナナミノキ 50.0 20.0 1.500 ○ - 樹冠すべてで枝折れ

219 アラカシ 35.0 15.0 0.610 ○ｈ6 N 株立ち（35.10.10.10.10.10）

220 ナナミノキ 40.0 18.0 0.900 ○ｈ14 -

221 アラカシ 22.0 15.0 0.260 ○ｈ5 W

表１　台風21号被害木調査表　　調査者：髙梨 武彦　　調査日時：2018年9月6日、7日、27日、28日 （つづき）

計　91.758 　　　　 幹折れ数値無しは頂で折れ、樹高と同じとなる。
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調査報告書［二〇一八年九月四日、台風21号による京都造形芸術大学内森林被害調査報告］髙梨 武彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

樹種 全数 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ 小計

アカマツ 32本 (100％ ) 8本 (25.0％ ) 2本 (6.2)％ 22本 (68.8)％ －
平均胸高直径　cm 27.7/9-48 30.6/17-43 30/18-42 26.5/9-48

平均樹高　ｍ 20.2/12-27 20.5/12-24 23.5/21-26 19.8/12-27

材積　㎥ 0.611/0.2-1.78 0.709/0.2-1.2 0.87/0.25-1.49 0.551/0.21-1.78 19.54

ヒノキ 12本 (100％ ) 7本 (58.3％ ) 2本 (16.7％ ) 3本 (25.0％ ) －
平均胸高直径　cm 27/18-62 22.7/18-28 24/18-30 39/20-62

平均樹高　ｍ 20.7/16-26 20.3/18-22 19/16-22 22.7/19-26

材積　㎥ 0.757/0.21-3.5 0.451/0.24-0.68 0.49/0.21-0.77 1.647/1.31-3.5 9.08

スギ 7本 (100)％ 3本 (42.9％ ) 2本 (28.6％ ) 2本 (28.6％ ) －
平均胸高直径　cm 24.7/17-32 24.7/17-32 29.5/29-30 20/18-22

平均樹高　ｍ 20.4/17-24 20.7/19-22 23/22-24 17.5/17-18

材積　㎥ 0.497/0.22-0.78 0.507/0.23-0.78 0.72/0.69-0.75 0.26/0.22-0.3 3.48

ヒマラヤスギ 5本 (100％ ) 3本 (60.0％ ) － 2本 (40.0％ ) －
平均胸高直径　cm 28.4/22-35 32/26-35 23/22-24

平均樹高　ｍ 18.8/14-22 22/22 14/14

材積　㎥ 0.7/0.29-1.13 0.957/0.61-1.13 0.315/0.29-0.34 3.5

コウヤマキ 1本 ー － 1本 ー
平均胸高直径　cm 54 54 

平均樹高　ｍ 30 30 

材積　㎥ 2.82 2.82 2.82

材積合計 38.42

表2　2018年9月4日台風21号　京都造形芸術大学被害形態総括表

表2－1　針葉樹
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調査報告書［二〇一八年九月四日、台風21号による京都造形芸術大学内森林被害調査報告］髙梨 武彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

樹種 全数 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ 小計

ソヨゴ 72本 (100％ ) 47本 (65.3％ ) 17本 (23.6％ ) 　8本 (11.1％ ) 　ー
平均胸高直径　cm 16.6/10-60 17.9/10-60 12.6/10-20 18/13-24

平均樹高　ｍ 13.1/6-19 13.1/6-18 12.7/8-17 14/12-19

材積　㎥ 0.165/0.03-1.16 0.191/0.04-1.16 0.088/0.03-0.14 0.178/0.09-0.28 11.9

アラカシ 8本 (100％ ) 2本 (25．0％ ) 1本 (12.5％ ) 5本 (62.5％ ) 0

平均胸高直径　cm 20.5/10-35 19/10-28 26 20/10-35

平均樹高　ｍ 13.3/8-15 12.5/10-15 15 13.2/8-15

材積　㎥ 0.246/0.03-0.61 0.215/0.04-0.39 0.34 0.24/0.03-0.61 1.97

クロバイ 　4本 　2本 　2本 　－ 　－
平均胸高直径　cm 18.5/15-25 16.5/15-18 20.5/16-25

平均樹高　ｍ 13.8/12-15 13/12-14 14./14-155

材積　㎥ 0.185/0.13-0.34 0.135/0.13-0.14 0.235/0.13-0.34 0.74

クスノキ 3本 　－ 　－ 　－ 3本
平均胸高直径　cm 44.7/24-65 44.7/24-65

平均樹高　ｍ 20/18-22 20/18-22

材積　㎥ 1.457/0.37-2.71 1.457/0.37-2.71 4.37

ウバメガシ 2本 　－ 　－ 1本 1本
平均胸高直径　cm 48/26-70 26 70

平均樹高　ｍ 19.5/19-20 19 20

材積　㎥ 1.575/0.45-2.7 0 2.7 3.15

サカキ 2本 1本 1本 　－ 　－
平均胸高直径　cm 16/14-18 18 14

平均樹高　ｍ 17/14-20 20 14

材積　㎥ 0.17/0.1-0.24 0.24 0.1 0.34

ナナミノキ 2本 　－ 　－ 　－ 2本
平均胸高直径　cm 45/40-50 45/40-50

平均樹高　ｍ 19/18-20 19/18-20

材積　㎥ 1.2/10.9-1.5 1.2/0.9-1.5 2.4

カナメモチ 1本 1本 　－ 　－ 　－

平均胸高直径　cm 10 10

平均樹高　ｍ 8 8

材積　㎥ 0,03 0.03 0.03

ユズリハ 1本 　－ 1本 　－ 　－
平均胸高直径　cm 24 24

平均樹高　ｍ 14 14

材積　㎥ 0.28 0.28 0.28

材積合計 25.18

表2－2　常緑広葉樹
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調査報告書［二〇一八年九月四日、台風21号による京都造形芸術大学内森林被害調査報告］髙梨 武彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

樹種 全数 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ 小計

コナラ 41本 (100％ ) 12本 (29.3％ ) － 25本 (61％ ) 4本 (9.7％ )

平均胸高直径　cm 25.8/10-52 23.9/12-38 24.6/10-52 38.5/34-45

平均樹高　ｍ 17.4/8-25 16.1/10-25 17.4/8-22 21/19-25

材積　㎥ 0.476/0.05-1.67 0.375/0.16-0.93 0.431/0.05-1.42 1.06/0.8-1.67 19.52

サクラsp 4本 － 4本 － －
平均胸高直径　cm 5/5 5/5

平均樹高　ｍ 3.8/3-5 3.8/3-5

材積　㎥ 0.007/0.006-0.009 0.007/0.006-0.009 0.028

コシアブラ 4本 1本 － 3本 －
平均胸高直径　cm 20/15-28 15 21.7/15-28

平均樹高　ｍ 14/12-16 14 14/12-16

材積　㎥ 0.223/0.12-0.36 0.13 0.253/0.12-0.36 0.89

ナツツバキ 4本 3本 1本 － －
平均胸高直径　cm 14.3/12-16 14.3/12-16 14

平均樹高　ｍ 15/14-16 15.3/15-16 14

材積　㎥ 0.118/0.09-0.14 0.123/0.09-0.14 0.1 0.47

タカノツメ 3本 1本 － 2本 －
平均胸高直径　cm 23.3/20-25 25 22.5/20-25

平均樹高　ｍ 15/14-17 17 14/14

材積　㎥ 0.307/0.2-0.4 0.4 0.26/0.2-0.32 0.92

ウワミズザクラ 2本 － － 2本 －
平均胸高直径　cm 23/18-28 23/18-28

平均樹高　ｍ 18.5/18-19 18.5/18-19

材積　㎥ 0.36/0.21-0.51 0.36/0.21-0.51 0.72

チャンチンモドキ 2本 1本 － 1本 －
平均胸高直径　cm 51.5/40-63 40 63 

平均樹高　ｍ 20/20 20 20 

材積　㎥ 1.66/1.01-2.31 1.01 2.31 3.32

ネジキ 2本 1本 － 1本 －
平均胸高直径　cm 8/8 8 8 

平均樹高　ｍ 7.5/7-8 7 8 

材積　㎥ 0.02/0.02 0.02 0.02 0.04

リョウブ 2本 2本 － － －
平均胸高直径　cm 12/12 12/12

平均樹高　ｍ 10/10 10/10

材積　㎥ 0.06/0.06 0.06/0.06 0.12

イイギリ 1本 － － 1本 －
平均胸高直径　cm 40 40 

平均樹高　ｍ 20 20 

材積　㎥ 1.01 1.01 1.01

クヌギ 1本 － － 1本 －
平均胸高直径　cm 30 30 

平均樹高　ｍ 15 15 

材積　㎥ 0.4 0.4 0.4

表2－3　落葉広葉樹
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調査報告書［二〇一八年九月四日、台風21号による京都造形芸術大学内森林被害調査報告］髙梨 武彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

樹種 全数 根返り 傾斜 幹折れ 枝折れ 小計

クリ 1本 － － 1本 －
平均胸高直径　cm 28 28 

平均樹高　ｍ 17 17 

材積　㎥ 0.45 0.45 0.45

センダン 1本 － － － 1本

平均胸高直径　cm 12 12

平均樹高　ｍ 7 7

材積　㎥ 0.04 0.04 0.04

タイワンフウ 1本 1本 － － －
平均胸高直径　cm 20 20

平均樹高　ｍ 16 16

材積　㎥ 0.23 0.23 0.23

材積合計 28.158

表2－3　落葉広葉樹 （つづき）


